
 地球温暖化に伴い農業分野においても⽔⽥由来のメタンガス発⽣量を削減する取組が求められ
ています。

 中⼲し延⻑技術は従来の中⼲し期間から７⽇間延⻑することでメタンガスの発⽣を３割削減
することが報告されています。

 そこで、本県早期⽔稲主要品種「コシヒカリ」を対象に収量等への影響を検討しました。
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背景・⽬的

「コシヒカリ」は慣⾏より前に中⼲し延⻑すると、収量が減少するリスクは⼩さい

 中⼲し延⻑により、2023年は茎数及び穂数は減少する傾向にあり、2024年は後７区を除き
慣⾏と同等な⽣育量で、精⽞⽶重は慣⾏栽培並となります(表１、２)。

 ⼟壌の酸化還元電位は、中⼲しを延⻑する時期によりほ場間で違いがみられます（表３）。

成果の内容

成果の活⽤⽅法(⼜は期待される効果)

留意点
 中⼲しを延⻑することで穂数が減少し減収するリスクはあります。
 中⼲し期間の気象条件によって、⽣育及び収量に与える影響の⼤⼩は変化します。
 ⽥⾯の過乾燥により過度なストレスとなると⽣育に影響を及ぼす恐れがあります。
 ほ場によって雑草の発⽣量が多くなるため、注意が必要です。

 J―クレジット制度の活⽤に向けた検討が期待されます。
 普及対象︓早期⽔稲（中部、南那珂、児湯、東⾅杵南部）
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